
DXで拓く未来のビジネスアーキテクトのための  
定額制eラーニング

株式会社MostfunCare  



企業経営の安定には、事業を支える従業員が長期にわたり活躍できるよう、企業が計画的かつ積
極的に人材を育成することが重要です。  
 
企業が積極的に人材育成に取り組むことで、従業員の職業能力が向上し、生産性や労働環境が
改善され、経営の安定や企業イメージの向上に繋がり、就職希望者も増加するという良い循環が
生まれます。  
 
では、企業はどのような人材を育成するべきでしょうか？  
 
それは、企業の競争力を強化できる人材です。  
 
データやデジタル技術を活用したイノベーションが進展し、国際的な競争力が一層重要視される
中、多くの日本企業はDXの取り組みで遅れをとっていると見られています。  
 
この状況を受け、経済産業省は、DXの基礎知識やスキル、マインドを身につけた人材の育成を目
指し、ビジネスパーソン全体がDXの基礎的なスキルを習得できる「デジタルスキル標準」を策定し
ました。  

計画的な人材育成は企業の持続可能な経営を支えます  



出典：https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/main.html  



「デジタルスキル標準」は、ビジネスパーソン全体がDXに関する基本的な知識やスキル・意識を身につけるための
「DXリテラシー標準」、および企業がDX推進の専門人材を育成・採用するための「DX推進スキル標準」という2つの
指針から成り立っています。  
「DXリテラシー標準」は、各個人がDXに参加し、その成果を業務や日常生活に役立てるために必要な姿勢や基礎知
識・スキルを示した学習指針です。  

出典：https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/main.html  



一方、「DX推進スキル標準」は、DX推進の役割を担う人材に必要な知識やスキルを定義し、それを育成システムと結
びつけてリスキリングの推進や実践的な学びの場の提供、スキル可視化の実現を目指して策定されています。  

出典：https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/main.html  



人材の類型も下記のように定義されており、とりわけビジネスアーキテクトは、企業のDX推進を進めるうえで全従業員
が習得すべき重要なスキルであると言えるでしょう。  

出典：https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/skill_standard/main.html  



このような背景を踏まえ、あらゆる業種・部門の従業員がビジネスアーキテクトとしての知識とスキルを習得できることを目
指し、企業が計画的な人材育成を進められるプログラムとして本講座を設計しました。  
 
企業経営の安定には、積極的な人材育成が不可欠です。これにより、急速に変化するビジネス環境に適応し、デジタル
技術を活用した業務効率化や、顧客や社会のニーズを反映させた製品・サービスやビジネスモデルの変革、さらに業務
プロセス、組織構造、企業文化の進化を通じて、競争力を高めることが求められます。  
 
そのためには、単に全従業員にIT関連研修を受講させるといった受動的な人材育成ではなく、以下のような積極的な取
組みが必要です。  
 
・社内から適切な推進者を選出すること  
・推進者が従業員への相談・指導を行えるようにすること  
・人材育成の方針や計画を事前に策定すること  
・策定した計画を従業員と正確に共有すること  
・目的に沿った内容を確保すること  
・計画が予定通りに進行しているか確認すること  
・結果を報告し、共有するプロセスを設けること  
 
これらの要素を考慮しながら、積極的な人材育成に取り組みましょう。  

本講座について  



ビジネスアーキテクトの役割には、  
 
・新規事業の開発 
・既存事業の発展 
・社内業務の高度化・効率化  
 
が含まれます。本講座では、特に社内業務の改善と効率化に注力したビジネスアーキテ
クトの育成を目指します。まず社内の業務課題を明確に定義し、その解決に向けた実現
方法を計画します。その上で関係者の協力を引き出し、円滑な協働体制を構築しなが
ら、目標達成に向けたプロセスを一貫して推進し、目的の実現を目指します。  
 
企業のDX推進は、部門を超えた根本的な取り組みである必要があるため、現在の所属
部門に関わらず、幅広いDXに関する知識が求められます。そのため、企業に属する全
社員がDXリテラシーを向上させることが欠かせません。  

本講座について  



目標設定と推進力の強化  
VOC分析を活用して顧客満足度の向上やサービスの質向上といった具体的な目標を設定し、その達成に向けて組
織全体を牽引する力を養います。プログラムの狙いは、単なる技術の習得ではなく、従業員が顧客の声を活かして業
務プロセスを変革し、自ら改善を進める能力を育む点にあります。 
 

関係者間の協力体制の強化  
顧客や現場の従業員の声を積極的に集め、それを基に意思決定を行うことで関係者間の協力体制を強化します。口
コミやSNSのフィードバックを分析し、全員が参加する形で現場改善を進めることで、組織全体の目標達成を目指す
リーダーシップが培われます。 
 

データ活用による課題解決の推進  
単なるデータ分析や技術習得にとどまらず、それらを活用してビジネス課題を解決する「プロセス推進」に重点を置い
た内容です。ビジネスアーキテクトは、顧客の声を元に得たデータを活用し、社内の関係者との連携を図りながら、目
標達成に向けた戦略を主導する役割を担います。 
 

意思決定と改善行動の加速  
VOC分析を基にしたデータを用いて、従業員が現場で迅速かつ適切に意思決定を行うためのスキルを身につけるこ
とを目指しています。これにより、ビジネスアーキテクトが組織の変革を推進し、具体的な成果を生み出すプロセスを支
援します。 

本講座について  



本講座ではGoogle社のLMS機能により受講者の学習管理ができる環境をご用意します。  
Step1 ：当社が御社専用のLMS環境を構築します  
Step2 ：受講者に無料のGmailなどGoogleベースでのメールアドレスで受講登録して頂きます  
Step3 ：受講者は契約期間中いつでも全てのeラーニング動画を視聴し学習することができます  
Step4 ：受講者は学習が完了したらLMS上から完了報告をします  
 
 
 
 
 
 
 
Step5 ：実施責任者は全員の受講状況を確認することができます  

学習管理が行えるLMS環境  



DXの基礎知識  
 
デジタルトランスフォーメーション（DX）の基本概念とその重要性について学びます。ビジネスアーキテクトが
DXの推進役として果たすべき役割を明確にすることで、社内業務の高度化・効率化に向けた基盤を構築しま
す。これにより、ビジネスアーキテクトはDXの本質を理解し、企業全体のデジタル化を効果的に推進するため
の基礎知識を得ることができます。  
 
DXの定義と目的（標準学習時間：11分7秒）  
DXの必要性とビジネスへの影響（標準学習時間：10分27秒）  
成功事例と失敗事例の詳細分析（標準学習時間：9分56秒）  
DXの歴史と未来予測（標準学習時間：9分11秒）  
DXの主要技術とトレンド（標準学習時間：10分42秒）  
DXの倫理と社会的責任（標準学習時間：8分39秒）  
確認テスト20問（標準学習時間：10分0秒）※オプション  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



データ活用と分析  
 
データの収集、整理、分析の手法を学びます。これにより、業務の効率化や戦略的な意思決定を支援する
データ駆動型のアプローチを取り入れ、企業全体のパフォーマンスを向上させる能力を身につけます。データ
を効果的に活用することで、業務の無駄を削減し、プロセスの最適化を実現します。  
 
データの収集方法とツール（標準学習時間：10分53秒）  
データベースの設計と管理（標準学習時間：11分1秒）  
データ分析ツールの詳細紹介（Excel、Tableau、PowerBI）（標準学習時間：10分29秒）  
データの視覚化と報告方法（標準学習時間：10分36秒）  
ビッグデータの応用と事例研究（標準学習時間：10分59秒）  
データガバナンスとデータ品質管理（標準学習時間：13分34秒）  
データの倫理、プライバシー、法的側面（標準学習時間：12分46秒）  
確認テスト20問（標準学習時間：10分0秒）※オプション  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



AIとVOC分析の基礎知識  
 
AI技術を活用して顧客の声（Voice of Customer: VOC）を会社の全従業員で効率的に収集・分析し、顧客満
足度の向上やサービス改善に役立てるための基礎知識を習得できます。具体的には、VOCデータ（レビュー
やフィードバック、SNS投稿など）をAIを使って自動的に処理・分析し、顧客ニーズや問題点を明確化する方法
を学び、これを基に製品やサービスの改善を行うためのスキルを身につけ、データに基づいた意思決定を支
援するビジネスアーキテクトを目指します。  
 
・VOC分析の役割と重要性  
・VOC分析の利用例から活用方法を学ぶ  
・顧客体験改善のためのAIの活用  
 
（標準学習時間：23分07秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



音声認識技術とテキストマイニング  

 
音声データをリアルタイムで自動的にテキスト化する音声認識技術により、会議や顧客対応などの記録を効率
的にデジタル化できます。さらに、テキストマイニングを組み合わせることで、テキスト化されたデータから重要
な情報やトレンド、感情分析を行い、パターンを抽出して意思決定や業務改善に役立てます。この連携によ
り、膨大なデータの中から必要なインサイトを迅速に得ることが可能です。  
 
・音声認識技術の概要 
・音声データの収集方法と事例  
・テキストマイニングの基礎  
・音声からテキストへの変換  
 
（標準学習時間：18分21秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



自然言語処理（NLP）によるテキスト分析  
 
自然言語処理（NLP）によるテキスト分析は、人間の言語をコンピュータが理解・処理し、テキストデータから意
味や感情、トピックなどを抽出・分析する技術です。これにより、レビューやアンケート、SNS投稿などの大量の
テキストデータから有用な情報を自動的に取得し、ビジネスや研究のためにデータを整理・活用できます。
NLPを用いることで、人手による作業では困難なデータ分析を効率化し、迅速な意思決定やマーケティング戦
略の立案が可能になります。  
 
・NLPの基本概念 
・キーワード抽出とトピックモデリング  
・顧客の意図を理解するためのテキスト解析  
・顧客のニーズと問題点の抽出  
 
（標準学習時間：22分36秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



感情分析とVOC分析における活用法  
 
感情分析は、テキストデータからその背後にある感情（ポジティブ、ネガティブ、ニュートラルなど）を自動的に
識別・分類する技術です。レビューやSNS投稿、顧客フィードバックなどのデータを分析することで、顧客や
ユーザーの感情を把握し、製品改善や顧客対応、マーケティング戦略の立案に役立てます。感情分析を活用
することで、企業は顧客の潜在的な不満を早期に察知し、問題の解決やブランドイメージの向上を図ることが
できます。 
 
・感情分析の理論と技術 
・テキストデータからの感情分類  
・感情分析のビジネス活用  
 
（標準学習時間：18分43秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



職務現場での口コミやSNSのVOC分析  
 
職務現場での口コミやSNSを活用したVOC（Voice of Customer）分析は、顧客や従業員の声を収集・解析し、
現場の改善や組織全体のパフォーマンス向上に役立てるための、全従業員があらゆる場面で職務に役立つ
知識や技能が学べます。口コミやSNS上で顧客が発信するフィードバックや意見、感情をAI技術で分析するこ
とで、具体的な問題点やトレンドを把握し、迅速かつ高度な顧客対応や現場レベルでの意思決定に繋げられ
るビジネスアーキテクトを育成できます。  
 
・ソーシャルメディアと口コミの重要性  
・SNSのフィードバック収集と分析ツールの活用  
・口コミサイトの分析手法  
・感情分析とテキストマイニングを活用したSNS・口コミ分析  
 
（標準学習時間：42分07秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



VOC分析でのデータの可視化とレポーティング  
 
VOC分析におけるデータの可視化とレポーティングは、収集された顧客の声（レビュー、アンケート、SNS投稿
など）を効果的に理解し、意思決定に活かすための重要なステップです。可視化では、グラフやチャートを用
いて、顧客の感情やトレンド、頻出ワード、セグメント別の評価などを視覚的に表現します。これにより、パター
ンや傾向を直感的に把握でき、迅速な分析が可能です。レポーティングでは、可視化されたデータをもとに、
要点や改善点を整理し、具体的なアクションプランや戦略提案をまとめます。このプロセスにより、経営層や現
場担当者に対して、データに基づいた意思決定を支援することができます。  
 
・データ可視化の基本ツール  
・可視化技術を用いた分析結果の伝達  
・レポート作成と意思決定への応用  
 
（標準学習時間：22分15秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



VOC分析におけるセキュリティとプライバシー保護の知識  
 
VOCデータには個人情報やセンシティブな情報が含まれる可能性があり、適切な管理が求められます。ま
ず、データの収集や処理時には、個人情報保護法やGDPRなどの規制に準拠し、顧客の同意を得た上で行う
必要があります。また、データは暗号化やアクセス制限によって保護し、不正アクセスや漏洩を防止します。さ
らに、データの匿名化や不要データの削除を行い、分析の目的に必要な最小限の情報のみを扱うことが推奨
されます。こうしたセキュリティとプライバシー保護の対策により、顧客データを安全かつ倫理的に使用すること
ができます。 
 
・顧客データのプライバシー保護に関する法的要件  
・データのセキュリティ対策  
・個人情報保護法およびGDPRに準拠したデータ管理  
 
（標準学習時間：21分18秒）  

コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  



コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  

クラウドソリューションとその活用 
 
クラウド技術の基礎とその利点について理解します。クラウドを活用することで、業務プロセスの効率化、柔軟なス
ケーラビリティ、コスト削減を実現し、迅速な業務展開を可能にします。クラウドソリューションの導入により、企業の
ITインフラを強化し、業務の柔軟性と効率性を向上させます。 
 
クラウドサービスの種類と選択基準（標準学習時間：12分59秒） 
主要クラウドプロバイダーの比較と選定（標準学習時間：11分28秒） 
クラウドのセキュリティと管理、事例研究（標準学習時間：12分22秒） 
クラウド導入の成功事例と失敗事例（標準学習時間：11分12秒） 
クラウドネイティブアプリケーションの開発（標準学習時間：10分21秒） 
ハイブリッドクラウドとマルチクラウド戦略（標準学習時間：11分4秒） 
クラウドコストの最適化と管理（標準学習時間：11分3秒） 



コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  

IoTとその応用 
 
IoT（Internet of Things）の基本概念とその応用について学びます。IoT技術を活用することで、リアルタイムデータ
の取得と分析が可能となり、業務プロセスの自動化と効率化を進める方法を習得します。これにより、物理的な業
務のデジタル化を推進し、生産性の向上を図ります。 
 
IoTの基本構造と通信プロトコルの詳細（標準学習時間：10分44秒） 
IoTデバイスの選定と導入方法、実践事例（標準学習時間：10分36秒） 
IoTデータの収集、分析、応用（標準学習時間：11分25秒） 
スマートファクトリーとスマートオフィスの実現（標準学習時間：10分31秒） 
IoTセキュリティの重要性と対策（標準学習時間：11分20秒） 
実際のIoTプロジェクト事例と分析（標準学習時間：12分18秒） 
IoTの未来予測とトレンド（標準学習時間：11分22秒） 



コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  

AIと機械学習の基礎 
 
人工知能（AI）と機械学習の基礎知識を学びます。これにより、業務の自動化や高度なデータ分析を通じて、業務
の高度化・効率化を推進するスキルを養います。AI技術を活用することで、複雑な業務の自動化を実現し、業務
の正確性と効率性を向上させます。 
 
AIの歴史、現状、未来（標準学習時間：12分13秒） 
機械学習の基本アルゴリズムと応用（標準学習時間：10分11秒） 
AIプロジェクトの進め方と管理（標準学習時間：13分0秒） 
AIツールの詳細紹介と実習（標準学習時間：10分57秒） 
自然言語処理と画像認識の応用と事例（標準学習時間：12分21秒） 
ディープラーニングの基礎と応用（標準学習時間：10分26秒） 
強化学習とその応用事例（標準学習時間：11分21秒） 



コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  

各部門におけるDXの応用① 
 
社内現場でのDX導入事例を通してビジネスアーキテクトとしての価値を高めます。具体的な事例を学ぶ事で、部
門に捉われない最適なDXの応用方法を幅広く理解し、全社的な業務効率の向上を目指します。全ての従業員が
各部門の特性に応じたDXの取り組み方を学ぶことで、部門間の連携を強化し、統一されたDX戦略を実現しま
す。 
 
総務部門：オフィスのデジタル化の詳細/ワークフローの自動化と具体的ツール/テレワーク管理ツールの実践活
用/デジタル文書管理システムの導入と最適化/人事管理システム（HRM）の詳細導入 
（標準学習時間：35分16秒） 
 
経理部門：財務データの詳細分析と管理/経費管理システムの導入と最適化/デジタル支払いとブロックチェーン
技術の応用/自動化された会計システムの詳細/財務予測とプランニングの詳細 
（標準学習時間：33分7秒 



コース紹介（コンテンツが追加された場合は追加動画も見放題です）  

各部門におけるDXの応用② 
 
クラウド技術の基礎とその利点について理解します。クラウドを活用することで、業務プロセスの効率化、柔軟なス
ケーラビリティ、コスト削減を実現し、迅速な業務展開を可能にします。クラウドソリューションの導入により、企業の
ITインフラを強化し、業務の柔軟性と効率性を向上させます。 
 
営業部門：顧客管理システム（CRM）の詳細活用/セールスデータの詳細分析と予測/デジタルマーケティング
ツールの深掘り/ソーシャルメディア分析と応用/パーソナライズドマーケティングの実践 
（標準学習時間：31分30秒） 
 
法務部門：契約管理システムの詳細導入/法務データのデジタルアーカイブの最適化/法務リスクのデジタル分析
と対策/データプライバシーとコンプライアンス管理の詳細/電子署名とデジタル契約の深掘り 
（標準学習時間：33分17秒） 



定額コース料金  
確認テスト無し   確認テストあり  

毎月払い  一括払い  毎月払い  一括払い 

動画視聴  契約期間中は見放題   契約期間中は見放題  

確認テスト   無し  有り 

LMS環境   当社にて構築   当社にて構築  

修了証  当社にて発行   当社にて発行  

3ヶ月コース  
（1アカウント）  

月額45,000円  
（税込49,500円）  

約11％お得  
1人月額40,405円  
（税込44,445円）  

月額54,000円  
（税込59,400円）  

約15％お得  
1人月額45,455円  
（税込50,001円）  

6ヶ月コース  
（1アカウント）  

月額36,000円  
（税込39,600円）  

約11％お得  
1人月額32,234円  
（税込35,556円）  

月額45.000円  
（税込49,500円）  

約15％お得  
1人月額37,880円  
（税込41,668円）  

12ヶ月コース  
（1アカウント）  

月額27,000円  
（税込29,700円）  

約11％お得  
1人月額24,243円  
（税込26,667円）  

月額36,000円  
（税込39,600円）  

約15％お得  
1人月額30,304円  
（税込33,334円）  



Q：定額コースは解約できますか？  
A：毎月払いの場合は事前に申し出る事で可能ですが一括払いの場合は不可能です。  
 
Q：毎月払いの場合の月単位はどのように計算されますか？  
A：視聴開始日は毎月1日とするため毎月末日が1ヶ月の終わりとなります。  
 
Q：毎月払いの場合で解約した場合は日割り計算されますか？  
A：いいえ、されません。月単位となります。  
 
Q：一括払いの場合は返金はありますか？  
A：いいえ、ありません。  
 
Q：支払い時期を教えてください。  
A：毎月払いの場合は前月末日までにお支払いください。一括払いの場合は視聴開始日までにお支払いくだ
さい。 
 
Q：一括払いの場合メリットはなんですか？  
A：先払いしていただく事で月額換算した場合の金額がお得になります。  

Q&A 



Q：料金は1人につき月額でかかりますが？  
A：はい、かかります。ただし、人数のカウントではなく受講登録するメールアドレス単位で一つのアカウントとみ
なします。企業様は必要なアカウント数を指定し申し込みしてください。  
 
Q：アカウントを共有することは出来ますか？  
A：いいえ、1人につき対応する1アカウントでのご利用をお願いしており、そのアカウントに対して学習進捗の
管理や修了証の発行などを行うことができます。  
 
Q：アカウントを割り当てられた従業員が辞めた場合はどうなりますか？  
A：その場合は、その方のメールアドレスを削除申請していただく事で、1アカウント分が復活しますので、その
アカウントを利用して、新たにメールアドレスを登録しなおす事で、別の方が受講をする事ができるようになりま
す。その場合でも、辞めた方の受講履歴データは保存する事が可能です。  
 
Q：アカウント数を途中で変更することは出来ますか？  
A：毎月払いの場合は事前に申し出る事で可能ですが一括払いの場合は不可能です。  
 
Q：申し込めるアカウント数に制限はありますか？  
A：特にありませんが、リスキリングを望む従業員の総数をお申し込みされるのが良いと思います。  

Q&A 



Q：動画の品質は高いですか？  
A：動画は、株式上場時に自身の会社のDXを自ら成し遂げた創業者を初め、国内外でいち早くAIやシステム
を活用しあらゆる業務の無人化を次々と成功させた経営者などが、制作や監修を行っておりますので、ただ
DXに関する知識や技能を学習するのではなく、現在の職務に直接的に役立つ専門的な訓練として、これから
のあなたのキャリアに大きく貢献する事を目的としています。  
 
Q：動画は見放題ですか？  
A：はい、契約期間中はどの動画でも見放題です。期間内にコンテンツが追加された場合は、追加動画も含め
全て見放題でいつでもご覧いただけます。  
 
Q：動画はスマートフォンでも見れますか？  
A：はい、PCでもスマートフォンでも視聴可能です。ただし、本コースは企業内の従業員の皆様が自身の職務
に関する知識や技能を向上させる事を目的としていますので、企業の訓練担当者様が立てた方針や計画など
があれば、それに従って視聴を行うようにしましょう。  
 
Q：従業員の学習管理は出来ますか？  
A：はい、Google社のLMS機能を活用して専用のLMS環境を構築いたしますので、どなたがいつどのeラーニ
ング学習が完了したかを一人一人確認することができます。  

Q&A 



運営会社 

会社名  株式会社MostfunCare  

住所  神奈川県横浜市港北区新横浜一丁目11番地4室 ハマダビル402号  

電話番号   080-1652-9934  

会社HP   https://care.mostfun.jp/  

主な事業  
グループホーム運営を中心とした福祉事業  
人材研修事業  


